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Summary 
Thε f1ower-inhibiting activityァofphluem exudat巴collectedfrom cotyledons of PJ，ωrbitis nil 
Chois. strain Violet seedlings grown under long-day photopεriod was examined. The apices were 
excised from induced se巴dlingsand cultured in vitro as bioassay system. The exudate from 
cotyledons of seedlings grown under continuous light condition exhibited f1ower-inhibiting 
activity. The activity was decreased as the seedlings were exposed to longer periods of darkness， 
and eliminated in the exudate from cotyledons exposed to 8--hr dark per匂d.The flower-inhibit-
ing activity of the exudate appeared to bεheat-stable. The exudat巴alsoinhibited flowering in 
another short'day plant， Lemna. Content of gallic acid， a hypothetical f10wering inhibitor， was 
low level， and this chemical was not consid巴redto flowering inhibitor. When the exudat巴was
extracted by CHCI3 and subsequently巴thylacet呂te，the inhibitory activity was located in aqueous 
fraction. After dialysis of the aqueous fraction， the activity localized in diffusate. The diffusate 
was further fractionated by ion exchange chromatogτaphy， and the activity was located in flow 
through fraction that unpossessed to anion and cation exchang日gels. Therefore， this f10wer 
-inhibiting substance (s) s巴εm己dto be neutral substancε(s). 
Key words: Pharbitis nil， floweτ-inhibiting activity， phloem exudate， apex cultures. 
緒言
花成誘導は栄養成長から生殖成長への変換であり，植物の生活環の中でも最も劇的な変化と
いえる.多くの横物においてこの過程は種々の環境要隠の影響を受けることが知られている.
花成現象に関与する環境要因の中でも古くから多くの研究者によって調べられてきたのは日長
である.
*現在:放射線影響研究所
* Present: Radiation Eff巴ctsResearch Foundation 
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植物が日長に反応することを最初に見いだしたのは Tournois1)である.彼の研究はアサや
ホップの性発現であったが，その過程で，短日条件の方が早く開花することや，その花成誘導
には明期よりも暗期が重要であることを示唆している.その後， GarnerとAllard2)が日長条件
が花成誘導を制御する主要な要因であることをより明確に示し，植物が日長に反応することを
光周性と名付けた.こうした研究の結果，短日に反応して花成誘導される積物が短日植物，
日に反応するものが長臼植物と呼ばれるようになった.
多くの長日積物についてはジベレリンによって花成が誘導されることが報告されている
が3，41ジベレリン単独では花芽が形成されず¥他の未知物質の関与を示唆する報告もあ
り6，九今後の研究の進展が期待されている.一方短日植物における花成誘導物質に関しては全
く単離@同定に成功していない.
日捕物において，日長を感受する器官は葉であることが多くの研究8，9， 10， 1)によって証明さ
れている.Knottl2)は光潤性を感受するのは葉であるが花芽を形成するのは茎頂であることか
ら，葉が光周性に反応して何らかの物質を合成し，その物質が茎I買に運ばれて花芽を誘導して
いると推測した.この物質については， Chailakhyan13)がフロリゲンと命名しており，多くの研
究者の関心を集めてきたが，現在に至っても未知物質のままである.我々は最近，アサガオの
短日処理した子葉からの富市管液に花成誘導活性が存在することを明確にし11 その物質の分画
作業を進めており11近い将来この物質の構造決定を行えるものと考えている.
花成誘導物質に関する研究が進む過程で，非誘導葉が花成を組害するという事実が明らかに
なってきた.非誘導葉による花成の阻害については，カランコエ11オナモミ1九イチゴ18)，1ご
クムギ19)，アサガオ20)，シソ21)等多くの短日植物で報告されている.
GiぬbbyとSa討lisbuぽlげry2
み花成阻筈がみられることから，非誘導葉により花成誘導物質の移動が抑制されるために花成
姐害が起こると考えた.Zeevaartらは，シソ21)及びオナモミ23)において，花成阻害がみられる
時には誘導葉から茎頂への同化産物の輪送量が著しく減少することを見いだした.また，アサ
ガオでは，非誘導葉(片方の子葉)の面積が減少するに従って，誘導されたもう一方の子葉か
ら茎I質への同化産物の到達量が増加し，同時に形成される花芽の数が増加した刊.これらのこと
から，非誘導葉による花成阻害は，非誘導葉が茎頂への同化産物の主な供給源となるために，
誘導葉から茎頂への同化産物の輸送が抑制され，その結果として，花成誘導物質の茎頂への移
動量が少なくなるためであると解釈されている.しかしながら，上述の実験結果からは，非誘
導葉で生成する何らかの物質が花成を阻害しているという可能性を否定することはできない.
実際に，非誘導葉てか花成阻害物質が生成されていることを示唆する報告も多い.盟日性のイ
チゴを用いた実験18，町では，非誘導葉で花成盟害物質が作られ，それはストロンを通って移動
することが示されている.また，中性，長日性，短日性の Nico抑制を用いた接木実験で，花成
阻害物質の移動が報告されている26).PapafotiuとSchwabe2川ま，炭酸ガス濃度を減少させた
り，光合成阻害剤で処理しでも花成組筈効果には影響がないことを明らかにし，同化産物の輸
送と花成反応には相関関係がないことを示している.披らは明らかに花成阻害物質が存在する
と結論している.
花成阻害物質の存在が間接的ではあるが立証されるに従い，その物質を単離しようとする試
みもみられるようになった.長日条件で育てたカランコエの葉からの抽出物を短日誘導したカ
ランコエに与えると花成が組害された2べ同様にカランコエ非誘導葉のヱタノール抽出液を
Viscaria candidaの茎頂培養の培地に添加することで花成が阻害されたという報告29)もある.
この抽出液中の花成阻害物質は Pryce30)により没食子離であると同定された.しかし彼は，純粋
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な没食子酸が V.candidaの花成を阻害するにはきわめて高い濃度が必要であることから，カ
ランコエ非誘導葉の花成阻害効果は没食子酸単独の効巣ではなく，他の物質との共同効果であ
ろうと推測している.
以上述べてきたように，非誘導葉の花成阻害効果は花成阻害物質によることが明らかである.
しかし，実際に花成盟答物質と認めうる物質の同定は未だに報告されていない.短日植物では，
日刺激により生成された花成誘導物質によって花成が誘導されると考えられているが，花成
が誘導物質のみによって制御されているのか，それとも花成阻害物質との相互作用によって制
御されているのかという問題は，花成機構を解明する上で非常に重要である.そのためには，
花成阻害物質の単離方法と検定系を確立し，その存在を明確に示すことは意義深いことと思わ
れる.
短日植物のアサガオにおいて，子葉で生成される移動性の花成阻害物資が存在するとすれば，
それは節管を経由して運ばれてし〉ると考えられる.先に，短日処理した実生の子葉から得た簡
管液には花成誘導活性があるが，非誘導の子葉からの飾管液には誘導活性がないことを示し
Tこ14，15) そこで，非誘導のアサガオ子葉から箭管液を採取し，すでに確立しているアサガオの
茎頂培養14，15， 31)を検定系として花成阻害物質の検出を試みた.また，アサガオから採取した箭
管液の花成阻害効果が，他の短日植物にも有効であるか否かという点にも関心が持たれるので，
日植物であるアオウキクサの6746系統と441系統をも検定植物として利用した.
さらに，没食子酸が花成阻害物費である可能性があり 3円我々も先にアサガオ茎頂培養におい
て，没食子酸に花成都制効果があることを見いだしている 14) そこで，非誘導葉から採取した舗
管液と誘導葉から採取した簡管液中の没食子A酸の濃度についても定量したので，その結果につ
いても報告する.
材料及び方法
1.簡管液の採取
本研究の材料としてはアサガオ (Pharbitisnil Chois" strain Violet)を用いた.種子は丸
種(京都，日本)から平成3年に購入したが，品質が悪化したため，平成4年に佐賀大学農学
部附属農場で栽培，採種したものも使用した.
まず，実生を均一に発芽させるために，種子を100mQの三角フラスコに入れ，種子が十分に浸
る量の濃硫酸を注ぎ，室温で時々撹枠しながら45分間処理した.処理後産ちに濃硫酸を捨て，
流水で1時間水洗した.室温で6時間吸水させ，パーミキュライトに播種し，温度25土 20C，
連続照明下 (daylight-typefluorescent light， 500μmole • m-2 • S-I) で育てた.実生に与えた
暗期の影響を調べる場合には，播穫後6日目に 2から 8時間の暗期を与えた.また短日誘導し
た子葉からの富市管液採取の場合は播種後6日目に16時間の暗期を一回与えた.播種後7日自に
実生から子葉を採取し， KingとZeevaartの報告叫』こ基づき以下のようにして簡管液を採取し
Tこ-‘
実生から子葉を切り取り，蔵ちに葉柄切断部をシャーレに入れた20mMのethylenediami
netetraacetic acid (EDT A)溶液 (pH7，0)に浸潰した.葉面がEDTA溶液に漬かるのを防
ぐために，サポートとしてプラスチック製の網を用いた. 1時間後に EDTA溶液を捨て，サ
ポートごと子葉をよく水洗して EDTAを除去した.シャーレに子葉1枚あたり 1mQの蒸留水
を注ぎ，子葉の葉柄切断部を 6時間浸演した.これらの操作はすべて照明下，室温で行った.
このようにして得られた疹出液を本実験では富市管液と名付けた.なお，連続照明下で育てた笑
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生の子葉からの箭管液を長日続管液， 1回の16時間培期を与えて花成誘導した実生の子葉から
の飾管液を短日箭管液と呼ぶこととした.花成阻害活性はあらかじめオートクレーブ滅菌した
培地にフィルター滅菌した鰭管液を添加して調べた。
2. -l義司節管液の熱処理
長日鱗管液30mQを100mQの三角フラスコに入れ，アルミホイノレで蓋をし，時々撹持しながら70
あるいは1000Cの恒温漕に15分間漫潰した.その後，フィノレターで滅菌してあらかじめオートク
レーブで滅菌した培地に添加した@あるいは，臨管液を培地に添加した後，オートクレーブ
(12rC， 15分間)で滅菌することにより熱処理した.
3 .臨管液中の没食子酸め定量
箭管液100mQを2N塩酸でpH2.5に合わせ，300mQの分液ロートを用い等量の酢酸エチルで3
回抽出した.酢酸エチル相を，無水硫酸ナトリウムを加えて脱水しヲ擦過した.それをエパポ
レーター (400C)で濃縮・乾闘し， 1 mQのメタノールに溶解して HPLC用のサンプルとした.
没食子酸の回収率を調べるために， 5 mgの没食子酸を100mQの蒸寵水に溶解し，簡管液の場合と
河様に処理した.分析は HPLC(LC-6A，島津製作所，日本)で、行い280nm(SPD-6AV，島
津製作所，日本)で検出した.カラムは Shim-packCLCODS ( 5μm， 6 x 150mm， 350C)を
用い，搭離液は50mMリン酸2水素ナトリウム溶液/メタノール(0→ 5分;5 %， 5→30 ; 5 
→80%の直線勾配)，流速 1mQ/分で溶出した.
4.長日務管i夜の漉媒分配
長日富市管液100mQに1/3容のクロロホルムを添加して撹狩し，分液ロートで水棺とクロロホル
ム相に分画した.水相に再度クロロホルムを加えラ同様に計 3四分配した.水相はさらに等量
の酢酸エチノレで3四分配しヲ酢酸エチル栢と水相に分両した。クロロホルム相と酢酸エチル相
はエパポレーターで濃縮@乾屈し9 メタノー/レで溶解し，最終的に得られた水棺は濃縮してサ
ンプルとした.各サンプノレを培地に添加し，オートクレープで滅欝した.溶解に用いたメタノ
ルによって花成が影響されることはなかった.
5 .長良諦管液の透析
長日箭管液の溶媒分配によって得られた水椙を透析によってさらに分画した.水杷 5mQ (濃
縮されているので子葉500枚分となる)を排除限界分子量10，000の透析膜に入れ，蒸留水100mQ
に対して24時間透析し，透析内液と外液に分掘した.外液は 3間交換したが，これらを集めて
濃縮し，透析外液画分とした.それぞれの両分を培地に添加し，オートクレーブで滅菌した.
6 .長包簡菅液のイオン交換クロマトグラフィーによる分酪
長田舗管液の溶媒分配による水相を透析して得られた透析外液画分をイオン交換クロマトグ
ラフィーによって分闘した.まず，透析外液画分弘陽イオン交換樹脂(AG-50X4， H十 form:
1.5X14cm， 25mQbedvolume; Bio-Rad， Hercules， CA， U.S.A.)のカラムに吸着させた後に，
蒸留水100m1!で、よく洗障した.これをヲ 2Nのアンモニア水50mQにより溶出し，エパポレータ
で濃縮@乾固してアンモニアを除去した後，蒸留水に溶解した.これを AG-50頭分とした.陽
イオン交換樹脂を洗浄した蒸静水は，陽イオン交換樹脂には吸着しなかった商分であるが，濃
縮後，陰イオン交換樹脂 (Dowex1-X8， OH-form: 1.5X14cm， 25mQbed volume; Bio-Rad， 
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Hercules， CA， U.S.A.)のカラムに吸着させ，蒸留水100mQで洗浄した.洗浄液は悶イオン交換
樹脂に吸着しなかった flowthroughであるが，濃縮して FT画分とした e 溶出は2Nの璽炭酸
アンモニウム溶液50mQで行い，エパポレーターで濃縮@乾聞を繰り返して重炭酸アンモニウム
を除去し，蒸留水に溶解した e この画分をDowex画分とした.これらの癌分を培地に添加しヲ
オートクレーブで滅菌した.
7 .検定系としてのアサガオ茎頂培饗
アサガオ (Pharbitisnil Chois.， strain Violet)の種子を100mQの三角フラスコに入れて，種
子が十分に浸る量の濃硫酸を住ぎ，室温で時々撹持しながら45分間処理した@処理後誼ちに濃
硫酸を捨て，流水で1時間水洗した.その種子をガーゼに包み， 10%次亜塩素酸ナトリウム溶
液(有効塩素濃度1%)で20分間滅菌した.
以下の操作は無菌的に行った.滅菌後，種子を滅菌水を用いて 3自洗浄し， 1粒ずつ10mQの
培地を分注した培養管 (2.5x 15cm)に播種した.培地としては3%のショ糖と0.3%のゲルラ
イト (Merck，Rahway， N]， U.S.A.)を含むMurashigeとSkoogの培地33) (以下MS培地と
略す)を用いた.
それらも 25土 20C，長日条件(16時間明期/8時間暗期)の培養庫(daylight-typefluorescent 
light， 500μmole'm一九 cl) で育て， 6日自に16時間の暗期を与えて花成誘導した.
上記の実生から茎頂部 (5~ 7 mm)のみを摘出し， 5%ショ糖， 0.3%ゲノレライト，各種検定
サンプノレを含むMS培地10mQに置床した.
培養は， 25士20C，長日条件(16時間明期/8時間暗期)の培養庫(daylight-typefluorescent 
light，500μmole • m-2 • cl) で行い，培養4週間後に，茎頂から発達した小植物体において国
花を形成したものの割合(花成率と呼ぶ)を調ベヲ花成反応を評価した.なお服芽のみが花芽
になることはなかった.各処理区において少なくとも12茎頂を培養し，実験は 3回繰り返して
f子った.
8 .検定系としてのアオウキクサ培養
アサガオ以外の検定系として，短日植物アオウキクサ(Lem仰 ρaucicostataHegelm.)の6746
系統と441系統も使用した，間系統は本研究室でラ 1/2に希釈した Hutnerの培地34)に1%ショ糖
を添加した液体培地で維持・保存している.この再系統の 1ブロンドコロニーを， 1/10に希釈
したE培地3引に 1%ショ糖と検定サンプノレを添加した液体培地に移植し，おこと 20C，短日条件
( 8時間/16時間暗期)の培養療 (daylight-typefluorescent light， 500μmole • m-2 • cl) で
培養した.
培養2週間後に，実体顕微鏡下で，花芽を形成したブロンド数と総ブロンド数を測定するこ
とにより，前者の後者に対する割合を花成率とした，
結果及び考察
1.長日臨管液の花成盟書活性
まず最初に，連続照明下で育てたアサガオ実生の子葉から採取した簡管液に，花成阻害活性
が存在するか杏かについて検討した.対照とした長日宮市管液無添加の培地で培養した茎頂起源
の小植物体では，花成率は約90%となった(Table1).これに対して，子葉1枚分の長田簡管液
を10mQの培地に添加すると，花成率は20%程度にまで減少し(Table1)，長日簡管液には明らか
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Tabl巴1 Effect of phloem exudate on f1ower-
ing in Pharbitis apex cultures 
Exudate 
addition 
十
Plantlets with a 
terminal flower (%) 
90土4.2
1号士2.。
The apex explants were excised from the seed-
lings cultivated for 6 days under long-day 
photoperiod (16 hr light/8 hr dark) and then 
exposed to a singl巴 16hr dark， and cultured 
long--day conditions. 
Phloem exudate was collected from the s己ed-
lings grown und巴rcontinuous light condition 
One cotyl日don equivalent of the phloem 
日xudatewas filt巴r-sterilizedand added to th巴
culture medium. 
に花成阻害活性が存在した.この結果は，植
物から採取した検定液によって花成が阻害さ
れたことを示す初めての結果である.
次に，この長日鯨管液の花成阻害活性と富市
管液を採取する子葉に与えた暗期との関係に
ついて一調べた.Fig.1に示すように，子葉に与
えた暗期が長くなるに伴って花成率は増加し，
8時間の暗期を与えた子葉からの箭管液では
~100 
私き
恥 75
。
五言二 25 
2 ι 告 8 
Dark p普riod (hr) 
Fig. 1 Effects of various dark p邑riodson the 
flower-inhibiting activity of phloem 
exudate in Phaァbitisapex cultures. The 
apex explants were excis日dfrom the seed 
lings cultivated for 6 days under long-day 
photopεriod (16 hr light/8 hr dark) and 
then exposed to a single 16 hr dark， and 
cultured long-day conditions. The s巴巴d司
lings for the exudate collection were culti 
vated und巴rcontinuous light conditions for 
6 days and then exposed to various dark 
periods. 
花成阻害活性は完全に消失した.先に報告したように 15)，10時間以上の暗期を与えた子葉からの
舗管液では，花成誘導活性が出現するが， 8時間暗期を与えた場合には誘導活性はみとめられ
なかった.すなわち， 8時間暗期が花成阻害
活性と花成誘導活性との限界点にあるという
ことになる.このことは今後，この 8時間暗
揺を与えた子葉からの鯨管液の分画作業に
よって両活性の局在性を識べることが重要な
意味を持つことを示唆している.
長日箭管液の花成組害活性の熱安定性につ
いて調べた.700Cあるいは1000Cで処理した師
管液の阻害活性は全く消失せず，さらに，
1210Cのオートクレーブ処理を行っても高い
花成阻害活性がみとめられ(Table2)，この花
成阻害物質が熱に安定であることが判明した.
そこで，今後は長日簡管液の花成阻筈効果は
培地に添加後オートクレーブ滅菌そ行うこと
により調べることとした.
2 .アオウキクサに対する花成親書活性
アサガオの茎]良培養において花成阻害活性
Table 2 Effect of heat treatment on the 
flower-inhibiting activity of phloem 
exudate in Pharbitis apex cultures. 
Heat 
treatment 
No addition 
No treatment 
700C， 15 min 
1000C， 15 min 
121T， 15 minal 
Plantlets with a 
terminal f10w釘(%)
88:i4.6 
19:i2.2 
22立:2.4
22:i2.6 
17土2.0
The apex explants were excised from the seed-
lings cultivat巴dfor 6 days under long-day 
photop巴riod(16 hr light/8 hr dark) and then 
expos日dto a single 16 hr dark， and cultured 
long-day conditions 
Phloem exudate was collect巴dfrom the seed 
lings grown under continuous light conditiol1. 
One cotyledon equivalent of the phloem 
邑xudatewas heat treated， filter-sterilized and 
addεd to the cultur巴medium
alThe phloem exudate was added to the 
medium bεfore autoclaving. 
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Fig‘2 Effcts of Pharbitis phlo巴mexudate on 
flowering in Lemna. Phloem exudate 
was col!ected from the seedlings grown 
under continuous light condition. The 
exudate was added to the culture 
medium in Lemna strains 6746 and 441 
After 2 weeks of culture， numbers of 
total frond (0) and flow町一forming
frond (鯵)w巴recounted under micro守
scope. 
A 
Fig. 3 Elution profiles of HPLC. Fiveμ.e of 
each sample was appli巴dto HPLC. A; 
gallic acid (250ng)， B;CL-exud日tetak巴n
from the s巴edlingscultivated under con-
tinuous light condition， C; SD一日xudate
taken from the seedlings treated with a 
singl日16-hrdark period 
を示した長日鯨管液が，他の短臼植物にとっても有効であるかどうかを知ることは，今後この
長日師管液の花成組害物質の農学 a 園芸的な利用を考える上でも非常に重要であろう.そこで，
アオウキクサの6746系統と441系統の堵地にアサガオからの長日臨管液を添加し，花成誘導条件
である短日条件下で培養した。その結果6746系統では，添加した長田昔話管液の濃度を上げるに
伴って，花成率は減少した (Fig.2)。しかし，この系統では総ブロンド数も減少することか
ら，生育抑制によって花成が阻害されるという可能性も考えられた.一方， 441系統では，長日
鵠管液の添加によって，総ブロンド数には変化がないにもかかわらず，花成率のみが減少した.
(Fig. 2).従って，アサガオの長日欝管液がアオウキクサに対しても花成阻害効果を示すこと
が確認できた.
3.舗管液中(J)没食子離含量
没食子酸が花成阻害物質であるという報告や30)ラその没食子酸がアサガオの茎頂培養におい
て花成抑制効果を示すこと叫等を考躍すると，長日鱗管液の花成阻害物質が没食子酸である可
能性も考えられる@そこで，短日富市管液と長日鶴管液の没食子離合量を定量することにした.
抽出操作等による没食子酸の回収率は約80%であった.HPLCによるパターンは Fig.3に示し
たが，短日舗管液では没食子離は検出できなかった.長日舗管液中にはごく微量の没食子酸(子
葉100枚分の簡管液あたり6.5，ug)が存在していた (Table3). 
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Table 3 Gallic acid content in phloem 
exudate. 
Phloem 
exudat巴
CL-exudate) 
SD-exudateJ 
Gallic acid content 
(μg/100 cot.巴q.aJ)
7.0土5.0
nddl 
Phloem exudate was fractionated by solvent 
partitioning to give acidic ethyl acetate frac-
tion and the content of gallic acid was mea-
sured by HPLC. 
aJcot. eq.: the numbεr of cotyledon明uivalent.
b)CL-exudate was taken from the seedlings 
cultivated under cotinuous Iight condition 
ClSD-exudate was prepared from the seedlings 
treated with a single 16-hr dark period. 
d)nd: not detected. 
長田簡管液の花成阻害活性は，子葉1枚分
の舗管液を10mf!の培地に添加すると観察され
る (Table1)が，この場合の堵地中の没食子
酸濃度は65ng/10mf!となる.従って，長日箭管
液中の花成臨害物賀が没食子駿であるとはと
うてい考えられない.ただし，没食子離が長
日簡管液にのみ検出される (Fig.3)こと，没
食子酸が花成抑制効果を示すこと 14)を考え合
わせると，この物質が植物内でなんらかの修
飾を受けて阻害物質になっている可能性や，
他の物質との相互作用によって働いている可
能性もあるかもしれない.
4.溶媒分寵による詑成組審活性の分画
長日儲管液を搭媒分配によってヲクロロホ
ルム棺，酢酸ヱチル相そして最終的に得られ
た水相に分画し，それぞれの画分の花成阻害
活性を調べた.その結果(Table4)，クロロホ
ルム棺及び、酢酸エチル相でも若干の花成抑制
Table 4 Flower-inhibiting activity of frac 
tions separated from the phloem 
exudate in Pharbitis apex cultur巴S
Plantlets with a 
Fraction terminal flower (%) 
CHCl3 
EtOAca) 
Aqub) 
75土6.6
75土6.4
33士3.2
The apex explants were excised from the seed-
lings cultivat巴dfor 6 days under Iong-day 
photop巴riod(16 hr light/8 hr dark) and then 
expos巴dto a single 16 hr dark， and cultured 
long-day conditions. 
Phloem exudate was coll巴ctedfrom th巴seed-
lings grown under continuous Iight condition. 
Each fraction was extracted from phloem 
exudate， and added to th巴m巴dium
')EtOAc: ethyl acetate. 
b) Aqu: aqueous phase 
τable 5 Effect of of dialysis on the flower 
inhibiting activity of phloem exudate 
inPゐ仰-bitisapex cultures. 
Plantlets with a 
Fraction 
terminal flower (%) 
Aqua) 
N on-diffusate 
Diffusate 
33土3.2
89土5.2
22土1.6
Th芭apexexplants were excised from the se日d
lings cultivated for 6 days und己rIong-day 
photoperiod (16 hr Iight/8 hr dark) and then 
exposed to a single 16 hr dark， and cultured 
Iong-day conditions. 
Phloem exudate was collected from the seed-
lings grown under continuous light condition. 
The aqueous phase of solvent partitioning was 
dialysed (molecular weight cut off is 10，000) 
against distilled water， and flow巴r-inhibiting
activities of both diffusate and non-diffusate 
were examined. 
a) Aqu: aqueous phase. 
効果はみられたが，ほとんどの阻害活性は水相に局在した.
5 .透析による花成臨寄活性の分溜
次に，長田宮前管液の溶媒分配によって得られた水栢を透析しヲ透析内液と透析外液に分け，
花成担害活性がどちらかに分画されるか検討した.Table 5に示すように，阻害活性は明らかに
透析外液に存在し，この阻害物質が分子量1万以下の低分子であることがわかった.
想日簡管液における花成誘導活性も，溶媒分配では水相に分画され，また透析外液に活性が
あることを報告している附ので，これらの両活性物質はきわめて近い物質的挙動を示すことに
なる.
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6 .イオン交換クロマトグラフィーによる花
成組審活性の分繭
長日箭管液の溶媒分配によって得られた水
相を透析し，阻害活性が得られた透析外液を
イオン交換樹脂によって分翻した.陽イオン
交換樹脂に吸着した AG-50画分，陰イオン交
換掛脂に吸着した Dowex圏分のいずれにお
いてもある程度の花成組害効果がみとめられ
た(Table6).しかしながら最も強い花成阻害
活性は，両樹脂に吸着しなかった FT画分に
存在した(Table6). AG-50画分と Dowex画
分に阻害活性が存在することは，この阻害物
質の構造的な問題，あるいは阻害物質が接数
であるという可能性も考えられるが，おそら
くはクロマトグラフィー操作上の混入である
と思われる.従って，花成阻害物質は中性物
質である可能性が強く示唆される.
Table 6 Flower-inhibiting activity of frac-
tions of the phloem巴xudateseparated 
by ion exchange chromatography in 
Pharbitis apex cultures 
Fraction 
Diffusate 
AG-50剖
Dowexbl 
FTC) 
Plantlets with a 
terminal f10wer (%) 
22:i: 1. 6 
39土2“8
42土3.2
8土1.。
The apex explants were巴xcisedfrom the seed-
lings cultivated for 6 d呂ysunder long-day 
photoperiod (16 hr light/8 hr dark) and then 
exposed to a single 16 hr dark， and cultured 
long-day conditions 
Phloem exudate was collected from the seed-
lings grown under continuous light condition. 
The aqueous phase of solvent partitioning was 
dialysed， and diffusate fraction was applied to 
ion exchange chromatography 
alAG-50: eluted with NH40H from AG-50. 
blDowex: eluted with NH，HCO， from Dowεx1. 
ClFT: flow through from AG-50 and Dowex 1. 
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なお，短日欝管液における花成誘導活性は Dowex画分に局在すると報告されている制.従っ
て，今後これら間活性物質の分画・精製作業を進める上で，このイオン交換樹脂に対する挙動
の相違はきわめて有効な分離手段になると思われる.
今後も精製作業を進め，この簡管液中に存在する花成毘害物質の構造決定を行う予定である，
謝 辞
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摘 要
短日植物であるアサガオ (Pharbitisnil Chois.， strain Violet)の長日条件下で育てた実生
の子葉から採取した欝管液の花成担害活性を調べた.検定系には花成誘導を行った実生から摘
出した茎演培養を用いた.連続照明下で育てた子葉からの簡管液には花成阻害活性が存在した.
この活性は実生に暗期を与えると減少し， 8時間暗期を与えると消失した.花成姐害活性は熱
に安定であった.また他の姫日植物であるアオウキクサに対しでも有効であった.花成阻害物
質として報告されている没食子酸の鯖管液中の含量は低しこの物質がアサガオの花成阻害物
質であるとは考えられなかった.溶媒分配を行うと活性は水相にみられ，透析によって外液に
分商されることから，分子量1万以下の低分子物質であることが推測された.さらにイオン交
換樹脂による分画により中性物質であることが示唆された.
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